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ナノメディシン ： 有機－無機複合材料の構造制御創製とその応用
キーワード [ 自己組織化，層状構造，ドラッグデリバリー，ボトムアップ ] 教授 多賀谷英幸
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内容：

ナノテクによって多様な生体組織体の構造制御が可能となりま
したが、このナノレベルの制御性を活用し、ナノテクノロジーとバ
イオロジーをベースにした創薬・医学・医療が、ナノメディシンで
す。自然科学の分野で、物質科学と生命科学の境界に位置し、
現在最も成長している研究分野のひとつです。

自己組織化反応では、1種類もしくは数種類の無秩序な構成
単位から多彩な組織体が構築されます。自然界において多様な
機能を有し、反応方向や反応量、そして異なる濃度分布を有す
る複雑な三次元構造体の多くが、このような自己組織化反応に
よって創製されています。

当研究室では、金属水酸化物と有機化合物から、自己組織的
に有機－無機の二次元ナノ分子複合体が得られることを見出し
ました。これら複合材料は、組織化、吸着、分解などの機能的変
化を通し、生体に対しても多様な応用が可能であり、医療等各
種技術への貢献が期待されています。
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